
由良川水系
第1回8月28日設立
第2回9月14日

大和川水系
第1回7月15日（奈良県）設立
第1回7月30日（大阪府）設立
第2回9月14日

紀の川水系
第1回9月10日設立
第2回9月14日

新宮川水系
第1回8月28日設立
第2回9月14日

近畿10水系流域治水対策協議会設立状況

近畿管内10水系では、令和2年7月から9月にかけて、「流域治水対策協議会」を設立。

円山川水系
第1回8月26日設立
第2回9月15日

淀川水系
第1回8月28日設立
第2回9月14日

加古川水系
第1回8月24日設立
第2回9月15日

揖保川水系
第1回8月24日設立
第2回9月15日

九頭竜川水系
第1回8月25日設立
第2回9月14日

北川水系
第1回8月27日設立
第2回9月14日

由良川

揖
保
川

北川

九頭竜川

大和川

猪
名
川

桂川

野洲川

瀬田川

木津川

宇治川

熊野川

加
古
川

紀の川

円山川

資料５
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奈良県

三重県

和歌山県

十津川村

北山村

新宮市
熊野市

尾鷲市

御浜町

田辺市

新宮市

紀宝町

下北山村

那智勝浦町

新宮川水系流域治水プロジェクト 【中間とりまとめ（案）】
～紀伊半島大水害の再度災害防止に向けた治水対策推進～

平成23年台風12号での熊野川の浸水状況
（熊野大橋左岸側）

平成23年台風12号での相野谷川の輪中堤（特殊堤）の
転倒状況（高岡地区）

■河川における対策
河道掘削、輪中堤、侵食防止工 等

■流域における対策
・排水施設（排水機場等）の整備（増設）
・下水道等の排水施設の整備
・雨水ポンプ場の整備
・公共施設を活用した保水機能・遊水機能の確保（雨水貯留
施設の整備）
・水防機材の充実（可搬式ポンプの導入、水中ポンプの整
備等）
・利水ダム等12ダムにおける事前放流等（ダム諸量、気象情
報等の情報共有も含む）の実施、体制構築（関係者：国、
奈良県、和歌山県、三重県、関西電力（株）、
電源開発（株）など）
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）
・砂防事業 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■ソフト対策
・洪水ハザードマップの作成・周知
・防災教育・啓発活動等の推進
・水位計・監視カメラの設置
・マイ・タイムラインの作成 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

和歌山県

相野谷川

熊野川

排水機場増設

河道掘削
三重県

市田川

凡 例

H23T12出水
浸水範囲

河道掘削（大又川）

河道掘削（板屋川）

河道掘削（小又川）

輪中堤（熊野川）

河道掘削（熊野川）

河道掘削（熊野川）

河道掘削（熊野川）

輪中堤、河道掘削、
侵食防止工（熊野川）

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、新宮川水系においても、事前防災対策を進める必要
があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大の平成23年台風12号洪水（紀伊半島大水害）と同規模の洪水において
も、資産が集中する本川下流部の新宮市市街地、紀宝町市街地においては、堤防からの越水を回避するとともに、流域における浸水被害の軽減を図る。

あかだに

赤谷地区砂防事業

きたまた

北股地区砂防事業

かんのがわ

神納川流域砂防事業

みこしがわ

三越川流域砂防事業

ひやみず

冷水地区砂防事業

ながとの

長殿地区砂防事業

くりだいら

栗平地区砂防事業

たかたがわ

高田川流域砂防事業

二津野ダム

風屋ダム

旭ダム

瀬戸ダム

猿谷ダム

九尾ダム

川迫ダム

坂本ダム

池原ダム

七色ダム

小森ダム

奥里ダム

鍜治屋谷砂防等事業
かじやたに

萩の谷川砂防事業
はぎのたに

新宮川水系

凡 例
流域界

大臣管理区間

砂防事業箇所

しみず

清水地区砂防事業
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凡例

浸水範囲（昭和34年伊勢湾台風に
対する想定氾濫解析結果）

大臣管理区間

【 】 県管理河川（一級河川指定区間）

京都府
滋賀県

三重県

兵庫県

和歌山県

奈良県

大
阪
府

【位置図】

和歌山市 南海橋の被害状況

S34年伊勢湾台風洪水
家屋全半壊347戸、床上浸水3,180戸、
床下浸水1,917戸

紀の川水系流域治水プロジェクト 中間とりまとめ（案）
～本州最多雨地帯下流の狭窄部（岩出・藤崎・小田）改築による洪水時の水位上昇を低減～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、紀の川水系においても、事前防災対策を進める必要
があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大の昭和34年伊勢湾台風と同規模の洪水を安全に流し、流域における浸
水被害の軽減を図る。

■河川における対策
対策内容 狭窄部改築、河道掘削、堤防整備、堤防嵩上げ、護

岸整備、橋梁架替、狭窄部対策の進捗に合わせた
大滝ダムの操作規則の改善 等

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

■ソフト対策
・水位計・監視カメラ等の設置
・洪水ハザードマップの作成・周知
・避難所の安全対策、誘導体制等の構築・強化
・観測・情報発信・警報設備等の構築・強化
・重要施設等の耐水化
・防災教育や避難訓練等の実施
・避難時間確保のための体制等の強化 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策
・雨水ポンプ場の更新、整備
・移動式排水設備（排水ポンプ車、可搬式ポンプ等）の整備
・利水ダム等5ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、奈良県、和歌山県、和歌山市、橋本市、五條市、大淀町、吉野町、
関西電力（株）、電源開発（株）、基幹水利施設管理協議会、土地改良区など）
・土地利用規制・誘導（災害危険区域） 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

【七瀬川】

河道掘削、護岸

【鳴滝川】

堤防嵩上げ 【桜谷川】

河道掘削

【高橋川】

河道掘削、
橋梁架替

大滝ダム

狭窄部改築

狭窄部改築

堤防整備

堤防整備

河道掘削

堤防整備

河道掘削

岩出 藤崎

小田

いわで ふじさき

おだ

和歌山県

狭窄部改築

樹木伐採

樹木伐採

樹木伐採

河道掘削

河道掘削

【柘榴川】

堤防整備、河道掘削

【紀の川】

堤防嵩上げ

【紀の川】

堤防整備

【紀の川】

堤防整備

【紀の川】

堤防整備

【紀の川】

堤防嵩上げ

【水軒川】

堤防嵩上げ

【土入川】

河道掘削

【打手川】

河道掘削

【和歌川】

堤防嵩上げ

【春日川】

河道掘削

【佐川】

河道掘削、
橋梁架替

【鳥子川】

河道掘削、
橋梁架替

【中谷川(大谷)】

河道掘削、
橋梁架替

【大門川】

堤防嵩上げ、護岸、河道掘削

【和田川】

堤防嵩上げ、護岸、河道掘削

【貴志川】

堤防整備、河道掘削

【住吉川】

堤防の整備、河道掘削、
橋梁架替、伏越し

【相谷川】

河道掘削

【根来川】

河道掘削、橋梁架替

【紀の川】

河道掘削、堤防整備

【紀の川】

橋梁架替

【紀の川】

河道掘削、堤防整備

【紀の川】

堤防嵩上げ

【紀の川】

堤防整備

【紀の川】

橋梁架替
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○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、大和川水系においても、事前防災対策を進める必
要があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては戦後最大の被害をもたらした昭和57年8月洪水と同規模の洪水はん濫による浸
水被害を防止し、流域における浸水被害の軽減を図る。

大阪府

奈
良
県

位置図

大和川水系流域治水プロジェクト【中間取りまとめ（案）】
～大阪・奈良の歴史・文化を守り、持続可能な経済発展を支える治水対策の推進～

大阪湾

0k

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

昭和57年8月出水による浸水状況
（佐保川左岸4.8k～5.8k付近）

全・半壊269戸、床上浸水6,455戸、床下浸水15,232戸

5k
10k

15k

20k

35k
0k

←大和川

大和川

堤防強化

大和川

河道掘削

大和川

高規格堤防整備
（阪高大和川線地区）

大和川

堤防整備

大和川

堤防強化

大和川

堤防強化

25k
30k

大和川

堤防強化

大和川

遊水地

佐保川

河道掘削
堰改築
堤防整備
引堤

西除川

河道拡幅、河床掘削

西除川

河道拡幅、河床掘削

西除川

河道拡幅、河床掘削

千早川

河道拡幅、河床掘削

石川

低水路拡幅

佐備川

河道掘削、河床掘削

宇奈田川

堤防嵩上

東除川

護岸嵩上 原川

河床掘削

飛鳥川

河道拡幅・河床掘削

石川

低水路拡幅

梅川・千早川

河道拡幅、河床掘削

秋篠川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

菰川

河床掘削
井堰改築

能登川・地蔵院川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

竜田川・三代川・富雄川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

乾川

河道拡幅
河床掘削
井堰改築

中川

遊水地

布留川北流

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

布留川南流・飛鳥川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替

大和川（初瀬川）

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

寺川・米川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替

新川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
樋門設置

葛下川

河道拡幅
橋梁架替

曽我川・小金打川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

葛城川

堤防嵩上

葛城川

河道拡幅
堤防嵩上

葛下川

河道拡幅
河床掘削
井堰改築

大和川

河道掘削、
堤防整備

広瀬川

河道掘削
河床掘削

バイパス水路開削
橋梁架替
井堰改築

飛鳥川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

大和川

河道掘削、
堤防整備 等

■ソフト対策
【避難体制の強化で被害を軽減】
・河川監視カメラを活用した洪水監視の強化
・新技術を活用した越水・漏水感知システムの整備
・新技術を活用した流域の浸水監視体制の強化（河口部河床、外水、内水）
・流域の河川情報を一元化しホットラインを強化
・住民一人一人の退避計画(マイ・タイムライン）
・まるごとまちごとハザードマップの整備・更新・周知
・メディアと連携した河川情報の発信
・防災教育・啓発活動等の推進
・要配慮者利用施設における避難計画の策定支援
・住民参加型の防災訓練の実施 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策
【流水の貯留で氾濫を防ぐ・減らす】
・利水ダム等７ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、奈良県、大阪府、天理市、桜井市など）

【雨水貯留機能の拡大で氾濫を防ぐ・減らす】
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・既存ストック（調節池）の治水活用
・ため池の治水活用
・防災調整池の整備
【避難体制の強化で命を守る】
・掘削土を活用した高台整備
【住まい方の工夫で被害対象を減少】
・宅地嵩上
・土地利用規制・誘導
・開発行為に対する流出抑制対策指導
・市街化編入抑制区域の周知 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■河川における対策

・河道掘削（河道拡幅、河床掘削、低水路拡幅）、堤防整備、
浸水防止対策、護岸嵩上、引堤、高規格堤防整備、堤防強
化対策、堰改築、遊水地整備、橋梁架け替え、樋門設置、バ
イパス水路開削、井堰改築 等

高田川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替
井堰改築

凡例

大臣管理区間

大和川流域界

天見川・加賀田川

河道拡幅、河床掘削

竜田川

河道拡幅
河床掘削
橋梁架替

蟹川、秋篠川

河道拡幅
河床掘削

大乗川

河床掘削

落堀川

護岸嵩上
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○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、淀川水系においても、事前防災対策を進める必要が
あり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大規模の洪水と同規模の洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽減
を図る。

淀川水系流域治水プロジェクト 【中間とりまとめ（案）】
～流域人口1,100万人の「淀川市民」の命を守る治水対策の推進～

■ソフト対策
・避難に資するマップ等の整備・拡充
・避難勧告等の判断・伝達マニュアルの整備
・広域避難計画等の策定
・要配慮者利用施設における避難計画等の策定及び避難訓練の実施
・小学生や教員を対象とした水防災に関する講習会等の実施
・避難行動に資する情報発信等の充実
・水防団や地域住民が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検
・水位計・監視カメラ・簡易量水標の設置
・自治会等における避難計画の作成支援
・マイ・タイムラインの作成
・水害履歴の情報発信 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策
・下水道等の排水施設、流域下水道（雨水）管渠の整備、雨水ポンプ増強、市町村における浸水対策事
業、下水道吐口の耐震化
・雨水貯留施設の整備、開発行為に伴う調整池の設置、ため池の治水利用
・宅地嵩上げ
・利水ダム等25ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、京都府、兵庫県、奈良県、滋賀県、大阪府、三重県、水資源機構、土地改良区、守山市、
栗東市、野洲市、湖南市、奈良市、天理市、日野川用水施設管理協議会、甲賀市、宇陀市、関西電力
（株）、山添村、大阪市、伊賀市、川西市、伊丹市、尼崎市、池田市、枚方市、大阪広域水道企業団、守
口市、名張市、中部電力（株）、いぶき水力発電（株）、阪神水道企業団など）
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）、条例等に基づき計画している安全なまちづくり
・森林の整備・保全 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

橋梁架替

高規格堤防

掘削、
河道拡幅

堰改築

川上ダム

築堤

河道掘削・橋梁架替
引堤・水門・樋門

掘削・橋梁架替
引堤・樋門

鹿跳改修

防災ST

耐震対策

上野遊水地

河道拡幅、掘削
バイパス水路整備

掘削、バイパス水路整備

築堤、掘削

掘削、河道付替え

天井川切下げ

河道拡幅、掘削

河道拡幅、掘削

築堤、掘削、河道拡幅、護岸整備

築堤・護岸工・掘削

堰改築(6基)
築堤・護岸工、掘削

掘削、築堤、橋梁架替

掘削、築堤

河道拡幅・築堤

河道拡幅・掘削

安威川ダム

水門改築

地下河川

河道拡幅、
落差工改築等

掘削

掘削

河道拡幅・築堤・掘削

河道拡幅・築堤・掘削

淀川

桂川

木津川

宇治川

名張川

宇陀川

青蓮寺川

柘植川

服部川

木津川

犬上川

不飲川

芹川

野瀬川

天野川

平田川

長命寺川

八日市新川

真野川

河道拡幅

掘削、橋梁架替

天ヶ瀬ダム
（天ヶ瀬ダム再開発）

掘削、低水路拡幅

河道拡幅

掘削

鴨川

七瀬川

大谷川

防賀川

馬坂川

大井手川

河道拡幅、掘削

芥川

安威川

水無瀬川

一庫・大路次川
田尻川

野間川

山田川
長谷川

山辺川

前川

穂谷川

寝屋川

尻無川

住吉川

石田川

鴨川

百瀬川

余呉川

姉川

高時川

大川

掘削

蛇砂川

町並川

山田川

水路トンネル

河道拡幅、掘削

掘削、護岸整備

陣田川

河川付替

築堤、掘削、護岸整備

煤谷川

赤田川

新川

有栖川

掘削

長浜新川

安曇川

狼川 杣川

山賀川

掘削

初谷川

河道拡幅・築堤・掘削

余野川

女瀬川

檜尾川
西山川

園部川

掘削

左門殿川

東檜尾川

大戸川

昭和28（1953）年台風13号による被害
『死者約200名、浸水家屋 約213,000戸、浸水面積 約103,000ha』

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

掘削、築堤

田川

矢倉川

掘削、築堤

掘削、築堤

日野川

掘削

瀬田川

掘削、築堤

掘削

掘削、築堤

草津川
北川
金勝川

葉山川
中ノ井川

家棟川

■河川における対策
・河道掘削、河道拡幅、築堤、高規格堤防、天ケ瀬ダム再開発、大戸川ダム（本体工事は実施時期検
討）、川上ダム、安威川ダム、上野遊水地、鹿跳改修、橋梁架替、大津放水路延伸（実施時期検討）、
河道付替え、地下河川、水路トンネル、バイパス水路、天井川切り下げ、堰・樋門改築、耐震対策、
河川防災ステーション（水防拠点）整備、堆積土砂撤去、河川管理施設等の老朽化対策 等

築堤、護岸整備、橋梁改築

猪名川

掘削、護岸整備

矢板護岸耐震対策

掘削、築堤

河道拡幅、掘削、天井川切下げ

捷水路

西野山川支川

旧安祥寺川

西野山川

東高瀬川
善峰川

西羽束師川支川

掘削

掘削、河道拡幅、護岸整備

雑水川
河道拡幅、河川付替

法貴谷川

桂川(上)

掘削、河道拡幅、護岸整備

築堤、掘削、
河道拡幅、護岸整備

築堤、掘削、護岸整備、
堤防強化、霞堤嵩上げ

千々川

東所川

天井川切下げ

河道拡幅、掘削、遊水地

犬飼川

七谷川

安祥寺川

四宮川

桂川

木津川

愛知川

天神川

樋門増設、耐震対策

掘削、築堤

掘削、堤防嵩上げ髙橋川

堂の川

堤防強化

堤防強化

ポンプ更新堤防強化

耐震対策

新田川
戦川

ポンプ増強、耐震対策
古川

井川

名木川

弥陀次郎川

耐震対策

掘削

安治川

道頓堀川
東横堀川

神崎川

六軒家川

掘削、築堤

童子川

河道拡幅

落合川

家棟川
由良谷川

野洲川

排水機場の更新 庄下川

大戸川ダム（本体工事は実施時期検討）

大津放水路延伸
（実施時期検討）

吾妻川
常世川

藤ノ木川
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加古川水系流域治水プロジェクト 中間とりまとめ（案）
～県下最大河川「加古川」の治水対策推進～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、加古川水系においても、事前防災対策を進める必要
があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大規模洪水である平成16年台風23号洪水と同規模の洪水が発生した場合
でも、浸水被害を防止し、流域における浸水被害の軽減を図る。

兵庫県

加古川杉原川

思出川

篠山川

東条川

加古川野間川

油谷川

大谷川万勝寺川 美嚢川

淡河川

千歳川

曇川

水田川

堤防整備

河道掘削

堰改築

堤防整備

河道掘削、
橋梁改築

堤防整備、河道掘削、
護岸整備、堰改築河道掘削、

護岸整備

堤防整備、河道掘削、
護岸整備

河道掘削

堤防整備

橋梁改築

堰改築

堤防整備堤防整備

河道掘削

堤防整備

堤防整備、
橋梁改築

河道掘削、
護岸整備

河道掘削、護岸整備

河道掘削、護岸整備

河道掘削、護岸整備、
橋梁改築、堰改築

河道掘削、護岸整備、
橋梁改築、堰改築

堤防整備、
河道掘削

堤防整備、河道掘削、
護岸整備

堤防整備、河道掘削、

堤防整備、河道掘削、
護岸整備、堰改築

河道掘削、護岸整備

河道掘削、護岸整備

河道掘削

別府川

凡 例

河道掘削

堤防整備

浸水範囲（平成16年台風23号 国管理区間における氾濫
解析結果）

大臣管理区間

■河川における対策
河道掘削、堤防整備、護岸整備、
堰改築、橋梁改築、堆積土砂撤去、河川管理施設等
の老朽化対策 等

■流域における対策
・下水道の整備
・ため池、水田、校庭等の雨水貯留浸透機能の確保
・利水ダム等11ダムにおける事前放流等の実施、
体制構築
（関係者：国、兵庫県、小野市、丹波篠山市、
加東市など）
・森林の整備及び保全
・開発行為に伴う調整池の設置（条例による義務化） 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

■ソフト対策
・マイタイムライン、マイ避難カードの作成促進
・洪水ハザードマップの高度化
・携帯アプリを活用したプッシュ型配信
・防災教育や避難訓練等の実施
・防災情報の高度化によるスマートシティーの構築
・水位計・監視カメラの設置
・市町への水位予測情報の発信
・敷地の嵩上げや建物の耐水化を促進
・兵庫県住宅再建共済制度(ﾌｪﾆｯｸｽ共済)の加入促進 等

※今後、関係機関と連携し対策検討
平成16年10月台風23号（下滝野地区）
床上浸水430戸、床下浸水1,222戸

たか

多可町
たんばささやま

丹波篠山市

にしわき

西脇市

かさい

加西市

おの

小野市
みき

三木市
こうべ

神戸市
いなみ

稲美町
たかさご

高砂市

たんば

丹波市

さんだ

三田市

かとう

加東市

万願寺川

平成16年10月台風23号（加古川町寺家町地区）

兵庫県

加古川

位置図

対象流域

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

堤防整備、河道掘削、
護岸整備、堰改築

美嚢川
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■河川における対策
河道掘削、堤防整備、護岸整備、堰改築、橋梁改築、
引原ダムの再開発、堆積土砂撤去、
河川管理施設等の老朽化対策 等

揖保川水系流域治水プロジェクト 中間とりまとめ（案）
～西播磨のくらしを守る「揖保川」の治水対策推進～

■流域における対策
・下水道、排水施設（水路、排水機場等） の整備
・ため池、水田、校庭等の雨水貯留浸透機能の確保
・利水ダム等3ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、兵庫県、関西電力（株）など）
・森林の整備及び保全
・開発行為に伴う調整池の設置（条例による義務化） 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

■ソフト対策
・マイタイムライン、マイ避難カードの作成促進
・洪水ハザードマップの高度化
・携帯アプリを活用したプッシュ型配信
・防災教育や避難訓練等の実施
・水位計・監視カメラの設置
・市町への水位予測情報の発信
・敷地の嵩上げや建物の耐水化を促進
・兵庫県住宅再建共済制度(ﾌｪﾆｯｸｽ共済)の加入促進 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、揖保川水系においても、事前防災対策を進める必要
があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大の被害をもたらした昭和51年洪水と同規模の洪水が発生した場合でも、
家屋浸水被害を防止し、流域における浸水被害の軽減を図る。

河道掘削、橋梁改築

兵庫県

しそう

宍粟市

たつの市

堰改築

堤防整備

堤防整備
護岸整備、河道掘削、
堰改築

河道掘削

堰改築

堤防整備

堤防整備

堤防整備

堤防整備、河道掘削、
護岸整備、堰改築

河道掘削、護岸整備

河道掘削、護岸整備、
堰改築

堰改築

堤防整備

河道掘削

堰改築

堤防整備

河道掘削

堤防整備

堤防整備、河道掘削、
護岸整備、堰改築

堤防整備、河道掘削、
護岸整備

前川

山
根
川

林
田
川

菅野川

引
原
川

揖
保
川

栗
栖
川

凡 例

河道掘削

堤防整備

ダム

浸水範囲（昭和51年洪水 国管理区間における氾濫解析結果）

大臣管理区間

堰改築

橋梁架替

堰改築

引原ダム

昭和51年洪水（新宮町段之上地区）
床上浸水1,457戸、床下浸水1,577戸

さよう

佐用町

あいおい

相生市
たいし

太子町

ひめじ

姫路市

林
田
川

昭和51年洪水（新宮町平野地区）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

位置図

対象流域

兵庫県

揖保川
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○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、円山川水系においても、事前防災対策を進める必要
があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大の洪水で、円山川本川を含む2箇所での決壊等による甚大な被害が発
生した平成16年台風23号と同規模の越水による家屋等の浸水被害を防止し、流域における浸水被害の軽減を図る。

■河川における対策
遊水地、堤防整備、輪中堤整備、堤防強化、河道掘削、護岸、

橋梁改築、井堰改築、堆積土砂撤去、
河川管理施設等の老朽化対策 等
※維持掘削、樹木伐採等の維持管理を効率的・効果的に実施

円山川水系流域治水プロジェクト 【中間とりまとめ（案）】
～破堤させない、忘れない！コウノトリ羽ばたく円山川流域を守る治水対策～

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

■ソフト対策
・出水期前共同堤防点検の実施
・水防訓練・地域防災学習会・住民参加型ワークショップの実施
・避難行動に関する関係機関調整の実施
・水位計・監視カメラの設置
・マイ・タイムライン、マイ避難カードの作成
・洪水ハザードマップの高度化
・携帯アプリを活用したプッシュ型配信
・市への水位予測情報の発信
・敷地の嵩上げや建物の耐水化を促進
・兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）の加入促進 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

ひのそ他地区堤防整備

堤防強化

中郷遊水地整備

既設排水機場の耐水化

鶴岡日置地区輪中堤整備

日高地区堤防整備

堤防強化

豊岡市

対象流域

国管理区間

県管理区間
（事業中河川）

平成16年台風23号
堤防決壊箇所（国）

凡 例

円山川

豊岡市立野地先

平成16年10月台風第23号
浸水家屋7,944戸
（うち、全壊321戸 半壊一部損壊3,962戸）

た ち の

出石川

豊岡市出石町鳥居地先

平成16年10月台風第23号
浸水家屋7,944戸
（うち、全壊321戸 半壊一部損壊3,962戸）

いず し ち ょ う と り い

河道掘削

堤防整備、河道掘削、護岸整備、
橋梁改築、井堰改築

養父市

朝来市

瀬戸・津居山地区堤防整備

■流域における対策
・下水道の整備
・ため池、水田、校庭等における雨水貯留浸透機能の確保
・利水ダム等5ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、兵庫県、豊岡市、朝来市、関西電力（株）など）
・森林の整備及び保全
・開発行為に伴う調整池の設置（条例による義務化） 等
※今後、関係機関と連携し対策検討
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由良川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】
～由良川の治水対策として、河積拡大、堤防強化等を推進～

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、由良川水系においても、事前防災対策を進める必要があ
り、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、流域全体で甚大な被害が発生した昭和34年伊勢湾台風と同規模の洪水を安全に流し、それを上回
る戦後最大の平成25年台風18号規模の洪水においても、堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図る。

福知山市

舞鶴市

宮津市

綾部市

京都府

丹波市

丹波篠山市

京丹波町

南丹市

堤防整備

岩沢堤改築

河道掘削

付替え河川
河道拡幅

河道掘削

河道掘削

河道拡幅
堤防整備

内水排除施設

河道掘削
堤防整備

調整池
排水機場

付替え河川
堤防整備

堤防整備

河道拡幅
河道掘削
堤防整備

河道掘削
堤防整備

井堰改築

堤防整備

河道掘削
護岸整備
橋梁改築

牧川

.

大野ダム

■河川における対策
河道掘削、堤防整備、床止改築、井堰改築、橋梁改築
宅地嵩上げ、維持掘削、樹木伐採
堆積土砂撤去、河川管理施設等の老朽化対策 等

■ソフト対策
・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成と周知
・水害や土砂災害ハザードマップの作成と周知、高度化
・避難所の案内や実績浸水深など、避難行動に資する情報の現地表示
・住民や関係機関等と連携した避難訓練の実施
・隣接市の避難所活用等、柔軟な避難体制の整備・運用・改良
・要配慮利用施設の避難確保計画作成の促進と、避難訓練実施支援
・防災メール、防災行政無線等による防災情報伝達手段の充実
・水害リスクや水害対策などの啓発活動
・水防工法等の訓練や土のう等の備蓄資材確保など、水防活動の支援 等
・タイムラインの作成・運用・改良
※今後、関係機関と連携し対策検討※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

S34年洪水の浸水被害状況

死者・行方不明者3人、
床上浸水4,455戸、床下浸水2,450戸

凡 例

大臣管理区間

ダム

■流域における対策
・下水道、排水施設（水路、排水機場）の整備
・雨水貯留施設の整備、開発行為に伴う調整池の設置、ため池の治水利用
・利水ダム等7ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
（関係者：国、京都府、兵庫県、関西電力（株）、土地改良区、
丹波篠山市、丹波市、京丹波町など）

・人工林の間伐等森林整備による土砂等の流出抑制機能を有する土地の整備
・砂防堰堤・治山堰堤など、土砂災害防止する対策工の実施
・条例等に基づき計画している安全なまちづくり 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

床止改築

由良川流域

N
位置図

福井県

京都府

兵庫県

奈良県

滋賀県

大阪府 三重県

兵庫県

●

●

●

●

●

●

宅地嵩上げ

●

井堰改築

堤防整備

河道掘削

堤防整備

河道拡幅
河道掘削
堤防整備

和知ダム

畑川ダム

由良川ダム

栗柄ダム

三宝ダム

豊富ダム
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北川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】
～北川水利用再編一体型治水事業～

福井県

河道掘削

堤防拡築

河道掘削

堤防拡築

水防拠点整備

堤防拡築

堤防拡築

水防拠点整備

堤防拡築

河内川ダム

輪中堤

滋賀県

お ばま

小浜市

わかさ

若狭町

堤防強化(侵食)

堤防強化(浸透)

堤防拡築

堤防強化(侵食)

水位低下方策
（遠敷川合流点付近）

堤防強化(侵食)

■河川における対策
河道掘削、堤防強化、堤防拡築、
水防拠点整備、輪中堤 等

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、北川水系においても、事前防災対策を
進める必要があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大となる昭和28年9月洪水と同規模の洪水を、資
産が集中する下流部において安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。

Ｓ２８年９月

Ｈ２５年９月

若狭町下野木地区付近

小浜市雲浜地区付近

決壊地点

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

北川

位 置 図

位置図

福井県

北川

遠敷川

北川下流域の小浜市街地
（府中頭首工上流より）

府中頭首工

小浜市街地

凡例

頭 首 工

霞 堤

河 道 掘 削

堤 防 拡 築

堤防強化 （侵食）

堤防強化 （浸透）

輪中堤

浸水範囲（整備計画規模洪水）

S28年13号 台風堤防決壊箇所（国）

H25年18号 台風堤防決壊箇所（県）

大臣管理区間

小浜市江古川地区における
輪中堤の整備イメージ

府中頭首工

小浜市街地

■流域における対策
・霞堤の機能維持保全
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・河内川ダムにおける事前放流等の体制構築、実施
（関係者：国、福井県、小浜市、若狭町など）
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■ソフト対策
・関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの改良
・ダム下流河川の避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成
・ハザードマップの更新・周知（想定最大規模の降雨を対象）
・市町を超えた広域避難計画の検討
・災害時における逃げ遅れをなくすため、避難行動要支援者の避難計画の検討
・防災啓発活動を推進させるため、域内全教育委員会へ積極的に働きかける
・小中学校等と連携した防災に関する出前講座の取組み
・高齢者の避難行動の理解促進のための地域包括支援センター・ケアマネ
ジャーとの連携
・重要水防箇所の情報共有と関係市町による共同点検の実施
・洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための手段の充実
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成および避難訓練実施の促進支援
・水位周知河川等の見直し ・氾濫危険水位等の基準水位の見直し
・庁舎受電設備、非常用発電設備等の浸水対策 ・水位計、量水標、カメラ設置 等
※今後、関係機関と連携し対策検討
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九頭竜川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】
～福井平野大規模氾濫対策事業～

河道掘削

堤防拡築

福井県

あわら市

えいへいじ

永平寺町

堤防強化(浸透)
堤防拡築

堤防拡築

堤防拡築

ふく い

福井市

河道掘削

堤防強化(浸透)

石川県

岐阜県

真名川ダム

九頭竜ダム

堤防拡築

おおの

大野市

地下放水路

捷水路

遊水地

橋梁架替

築堤

吉野瀬川ダム

かつやま

勝山市

いけだ

池田町

さば え

鯖江市

みなみえちぜん

南越前町

えちぜん

越前市

河道掘削

河道掘削

河道掘削

河道掘削

河道掘削えちぜん

越前町

足羽川ダム

河道掘削

河道掘削

さか い

坂井市

河道掘削

堤防拡築

堤防強化(浸透)

堤防強化(浸透)

捷水路

河道掘削

河道掘削

■河川における対策

河道掘削、築堤、堤防強化、堤防拡築、捷水路、地
下放水路、橋梁架替、足羽川ダム、吉野瀬川ダム、
既設ダムの有効活用、遊水地、水防拠点整備 等

■ソフト対策
・関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの改良
・ダム下流河川の避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成
・ハザードマップの更新・周知（想定最大規模の降雨を対象）
・市町を超えた広域避難計画の検討
・災害時における逃げ遅れをなくすため、避難行動要支援者の避難
計画の検討
・防災啓発活動を推進させるため、域内全教育委員会へ積極的に働
きかける
・小中学校等と連携した防災に関する出前講座の取組み
・高齢者の避難行動の理解促進のための地域包括支援センター・ケ
アマネジャーとの連携 ・水位計、量水標、カメラ設置
・重要水防箇所の情報共有と関係市町による共同点検の実施
・洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための手段の充実
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成および避難訓練実施の促
進支援
・水位周知河川等の見直し ・氾濫危険水位等の基準水位の見直し
・庁舎受電設備、非常用発電設備等の浸水対策 等

※今後、関係機関と連携し対策検討

九頭竜川

北川

位 置 図

位置図

福井県

九頭竜川

日野川

Ｓ２８．９月
Ｓ２８年９月

堤内地

決壊箇所

福井市三郎丸地区

Ｈ１６年７月

福井市春日地区

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、九頭竜川水系においても、事前防災対
策を進める必要があり、以下の取り組みを実施していくことで、国管理区間においては、戦後最大規模の洪水を安全に流し、流域における
浸水被害の軽減を図る。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

■流域における対策
・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備
・利水ダム等15ダムにおける事前放流等の体制構築、
実施（関係者：国、福井県、福井市、勝山市、
永平寺町、北陸電力（株）、電源開発（株）など）
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）の検討
・田んぼダムの整備 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

凡 例

河 道 掘 削 （河道拡幅を含む）

堤 防 拡 築 ・ 築 堤

堤防強化（浸透）

浸水範囲（整備計画規模洪水）

S28年13号台風 堤防決壊箇所（国）

H16年福井豪雨 堤防決壊箇所（県）

大臣管理区間

遊 水 地

ダ ム

捷 水 路 ・ 地下放水路

S23年7月梅雨前線 堤防決壊箇所（国）
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